
先生のこと

『医師を志した頃そして今』

　実家は農家で、高校２年生のころ、親戚に医師がいて働いている姿に影響を

受けました。小児科医として地域での勤務を選んだのは、かけがえのない命を

その場で助けることと、より患者に近い場所で、生まれてから成人になるまで

成長する人生を見守れることに魅力を感じたからです。
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様々なライフイベントのステージにおいて
困難があったとしても、「あともう少し！」
の気持ちがあれば将来的には自分自身の
キャリアアップに繋がるはずです。
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桜川市自慢！

・「西の吉野  東の桜川」と言われている山桜の
　咲く風景をはじめ四季折々の自然
・おいしいお米（温暖な気候と山からの美味し
　い水に恵まれているので）

県西総合病院  院長　

中原智子先生
なか はら さと こ

県西総合病院　中原智子院長にお話を伺いま

した。

大学病院での研修後、小児科医として、ご自

身が生まれ育った桜川地区の地域医療を支え

てこられました。平成26年４月に４代目院長

として就任。

４人のお子さんの母であり、

おばあちゃんでもあります。
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　それから県西総合病院の小児科を立ち上げて30年余

り、生まれ育ったこの場所で医師を続けています。桜川・

筑西地域では小児救急体制を整えるための資源が乏し

く、医療機関同志の輪番体制もとれない状況の中で、

休日・夜間を含めた小児診療を365日常勤２名で行っ

ています。

　近年では道路網の発達により近隣の高度救命施設へ

のアクセスは格段に良くなりましたが、地域の皆さん

の健康を守り、信頼と安心の医療を提供するためには

課題が残ります。

　代々の院長がこの場所で築いてこられた歴史を引継

いで「地域の医療を守る」ことが重要と感じています。

現状では、医師不足や加速化する少子高齢化など非常

に厳しい状況におかれていますが、これまで通り、患

者さんひとり一人の生活と思いに心を寄せることを忘

れずに、全人的な医療を継続することを目指しています。大変と感じても、地

域で生まれた子供たちを、赤ちゃんの時から成人するまで一貫して成長を見守

れることが何よりの喜びです。

　私が医師として勤務を始めた当初は、地方で

は患者さんからみれば「医者といえば男の先生」

でしたから、主治医だと名乗っても「お医者さ

んはどこですか？」といわれるほど女性医師の

認識が薄かった時代です。今では、若い時診て

いた患者さんがお子さんを連れて診察に来てく

れます。「住民課」から「歩く戸籍係」に特化

しています。

　街中どこへ行っても手を振ってくれる子供た

ちやその家族がいて、元気な笑顔を見せてくれ

ます。早朝の庭先で通りがかりにとりたて野菜

をおすそ分けしてくれたりもします。

　そのような何気ない日常の出来事が、地域医療に携わってきたからこそ味わ

える最高の喜びです。「地域医療は楽しい ! !」と声を大にして言います。
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　趣味は料理と読書とガーデニングです。

どれも忙しい日々の喧騒を忘れて心が

「無」になります。とは言いましても仕事

が趣味というくらいほとんどお休みがな

いので、早朝や移動中などすきま時間を

利用しています。1 年を通じてパンジー

やビオラ、ペチュニアなどの花を育てて

います。無心になれるので、咲いたあと

の花ガラ摘みが大好き。

　家族で出かけた時に旅先の駅の花壇で

花ガラを摘もうとして…子どもたちに呆れられたこともありました。

『子育て今昔』

　卒業の年に同級生で同じ医師である夫と結婚し、翌年から６年間で双子を含

む４人の子に恵まれました。最初は二人とも別の大学病院勤務でしたから、お

互いの勤務先の中間に住まいを借りて義母に通ってもらい育児を助けてもらい

ました。日中はほとんど母任せでしたが、料理は好きでしたし苦にはならなかっ

たので食事はできる限り自分で作りました。家事育児に夫はあまり頼りには

なりませんでしたが、「おにぎり」と「魚の煮物」「おかずの盛り付け」は夫

の出番です。その三つに限っては私よりセンスが良いということでしょうか。

私が握るおにぎりはまん丸で大きくソフトボールのようなんです ! !

　今は大家族の料理を作るということがなくなり、手順を忘れてしまいそうな

ので、たくさん作って職場にもっていってみなさんと一緒に食べたりしていま

す。

　実現はしていませんが、子育て中の職員の夕食半準備持ち帰りサービスを考

えたこともあります。仕事が終わってから買い物をしたり、あわただしく夕ご

飯の準備をするのは大変でしょう。自分の経験もあるので、若い人たちを少し

でも楽にしてあげたいと思います。

趣味のガーデニング
ご自宅の庭の風景



　子どもが高校生になった頃、私が小学校の行事に参加できなかったことを突然

口にされた時には「どうして今頃？」と思いましたが、その当時の子どもの気持

ちに想いをいたらせなかったことが申し訳なく、切ない思いでいっぱいになりま

した。けれども、その切ない思いが日々の仕事の原動力になって頑張れているこ

とも確かです。

　私の出産当時は今のような便利なサービスはありませんし、育休制度さえ整っ

ていませんでした。私の世代より上の活躍している女性医師の先輩方にアドバイ

スをいただきながら、その当時で使えるものは何でも使って乗り越えました。

　多くの女性医師が働く今では、それぞれのライフイベントを充実させながら働

き続けるためのサポートはたくさんあります。賢くつかってほしいと思います。

　女性である私たちにも「家事や育児は女性の仕事」

という思いが多かれ少なかれあると思うのです。パー

トナーとともにその意識から一歩踏み込んで、お互い

を気遣い協力し合うことが大事だと思います。女性医

師の夫は医師の場合が多いので特に。育休・授乳休暇

部分休業等上手に使って家事育児がシェアできるとい

いですね。

　当時私のロールモデルとなった先生方とは今でもつ

ながっています。「若草姉妹の会」と称して集い、日

常の他愛ないおしゃべりから仕事の話まで、生涯を通

し現役で医師という仕事を続け、更なる活躍の力を蓄

えるためにお互いを称え励ましあっています。

　兄弟や家族が協力して祖父・実の父母・義父

それぞれを在宅介護で見送り、現在は成長した

子どもとともに暮らし、お世話になった義母の

介護をしています。

　様々なライフイベントのステージにおいて困

難があったとしても、「あともう少し！」の気

持ちがあれば将来的には自分自身のキャリア

アップに繋がるはずです。

　「使えるものは何でも使って！」常に次のス

テージのキャリアを描きながら医師の仕事を続

けてほしいと思います。

院内病児保育室
「ひまわり」

≪病児保育事業≫
http://www.kensei-hospital.or.jp/byouji_hoiku/
index.html



ご自身の経験から

『これからの女性医師支援のあり方』

　私の研修医時代は筑波大学附属病院での研修が始まって間もないころで、6 年

間の研修医期間中に産休を取ることになりました。研修医も少ない時期でした

ので困られていたと思いますし、自分自身研修は十分だったのか考えることも

あります。3 回目の出産では大学勤務ではなかったので，産後だけ代替えをいた

だき、結局産前休暇はほぼなく出産に至りました。

　医師を休む、やめるということは私自身全く考えませんでしたが、夫や義理

の母は、あきれていたかもしれません。

　研修医期間中の出産・育児は、研修する本人も、受けるほうも大変だと思 い

ます。専門医取得後というと30 歳近くになってしまい、何人か子供がほしい場

合には、高齢出産や育児・subspecialty を含めた専門医・認定医取得といった

点で問題が出てくるように思います。

　女性医師の働き方について、研修医制度全体として考えるべき問題であると

も思います。

　また、女性医師側も、利用できる保育や家事の補助等はできるだけ利用して

研修時間を調整し、本来の実力を十分に発揮して、社会に生かしていただきた

いと思います。
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≪ある日のスケジュール≫
  4:50 起床 

家事  5:30 趣味（花の手入れ）

  6:30 身支度  7:45 出勤 
診察、会議など

 17:30 小児救急（1～2日/週）

 20:30 帰宅 
家事・趣味など

 23:00 就寝
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